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中
学
教
員
対
象
に
説
明
会 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
学
校

説
明
会
は
十
月
一
日
の
白
山

地
区
か
ら
順
次
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
金
沢
、
河
北
、

羽
咋
地
区
の
中
学
教
員
を
対

象
に
し
た
説
明
会
＝
写
真
左

＝
は
十
月
七
日
に
本
校
の
多

目
的
ホ
ー
ル
で
あ
り
、
教
育

理
念
、
学
校
の
歩
み
、
施
設

の
概
要
、
コ
ー
ス
の
学
習
内

容
、
入
試
の
方

式
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。
石

田
毅
士
郎
校
長

は
「
豊
か
な
人

間
性
を
備
え
、

社
会
に
役
に
立

つ
人
材
に
育
て

て
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。 
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相
撲
の
少
年
団
体
で
優
勝
を
決
め
た
石
川
チ

ー
ム
の
大
将
遠
藤
選
手
（
北
國
新
聞
社
提
供
）

10
月
４
日
か
ら
金
沢
市
の

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
59

回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
で
、
金
沢
学
院
大 

 

職
員
、
学
生
、
生
徒
は
相
撲
、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

水
泳
飛
び
込
み
な
ど
で
上
位

に
食
い
込
む
活
躍
を
見
せ
、

今
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
３
選
手
が
出
場
す
る
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
に
強
い
学
園
の
印

象
を
さ
ら
に
強
く
ア
ピ
ー
ル 

し
ま
し
た
。 

 

相
撲
の
少
年
は
、
東
高
校

相
撲
部
員
が
主
力
を
務
め
て

団
体
優
勝
し
、
個
人
も
武
田

恭
平
選
手
が
制
し
ま
し
た
。 

 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

で
は
、
北
京
五
輪
に
出
場
し

た
新
谷
義
人
選
手
（
職
員
）

が
成
年
77
㌔
級
で
ス
ナ
ッ

チ
、
ジ
ャ
ー
ク
と
も
優
勝
し

ま
し
た
。
河
原
祐
輔
、
前
田

祥
平
選
手
（
金
沢
学
院
大
学
）

も
各
級
で
５
位
か
ら
７
位
に

入
賞
し
、
同
競
技
の
総
合
２

位
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

 

水
泳
飛
び
込
み
で
は
、
北

京
五
輪
出
場
の
中
川
真
依
選

手
（
同
）
が
高
飛
び
込
み
、

板
飛
び
込
み
の
２
冠
を
獲
得

す
る
貫
禄
を
見
せ
ま
し
た
。 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化

学
部
の
公
開
講
座
「
形
が
発

す
る
情
報
」
は
十
月
八
日
、

金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
高
屋
喜
久
子

准
教
授
と
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
セ
ン
タ
ー
の

二
瓶
一
裕
氏
が
、
形
や
色
が

視
覚
に
訴
え
る
力
、
図
形
や

曲
線
の
持
つ
美
し
さ
や
魅
力

に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。 

 

高
屋
准
教
授
は
、
キ
ャ
ラ 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

２ 

こ
と
で
設
計
が
楽
に
な
る
こ

と
も
紹
介
し
ま
し
た
。 

美
術
文
化
学
部
の
公
開
講
座

で
講
義
を
行
う
高
屋
准
教
授 

＝
金
沢
21
世
紀
美
術
館

形
や
色
で
視
覚
に
訴
え
る 

曲
線
が
持
つ
美
し
さ
解
説

ク
タ
ー
、
国
旗
、
椅
子
、
ポ

ス
タ
ー
、
茶
道
具
の
ほ
か
、

形
が
動
作
を
誘
発
す
る
例
と

し
て
移
動
型
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
キ
ッ
チ
ン
を
紹
介
し
ま
し

た
。
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
の

デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手
が
け
、

東
大
で
教
壇
に
も
立
つ
二
瓶

氏
は
人
間
が
美
し
い
と
感
じ

る
黄
金
比
の
図
形
、
曲
線
に

潜
む
数
式
や
数
列
の
不
思
議

に
触
れ
、
数
式
を
駆
使
す
る 

と
い
う
概
念
は
統
一
さ
れ
て

い
な
い
が
、
歴
史
的
に
金
澤

料
理
よ
り
対
象
地
域
が
広
範

囲
に
な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
藩
政
期
の
料
理
人

が
著
し
た
書
物
な
ど
を
紹
介

し
、
「
金
澤
料
理
秘
伝
帖
は
、

江
戸
時
代
の
料
理
書
に
記
さ

れ
た
料
理
を
再
現
す
る
試
み

で
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

江
戸
期
の
料
理
再
現
へ 

土
曜
大
学
で
陶
教
授

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育

機
構
の
土
曜
大
学
は
十
月
四

日
、
２
号
館
で
開
か
れ
、
陶

智
子
教
授
が
「
金
澤
料
理
秘

伝
帖｣

の
テ
ー
マ
で
講
義
を

行
い
ま
し
た
＝
写
真
下
。 

 
こ
の
中
で
陶
教
授
は
、「
加

賀
友
禅
」
は
大
正
時
代
、「
加

賀
料
理
」
は
昭
和
五
十
年
代

以
降
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
新
し
い
呼
称
で
あ
る 

と
説
明
し
、「
ま
だ
加
賀
料
理

学
は
男
子
団
体
で
３
位
に
入

り
ま
し
た
。
５
年
ぶ
り
の
４

強
進
出
で
し
た
が
、
準
決
勝

で
は
日
体
大
に
破
れ
、
決
勝

に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。 

全
国
学
生
バ
ド
選
手
権
で
３
位 

相
撲
少
年
の
団
体
・
個
人
Ｖ 

77
㌔
級
で
２
冠
を
獲
得
し
た

新
谷
選
手
（
北
國
新
聞
社
提
供
）

 

金
沢
城
の
復
元
画
展 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化

学
部
の
末
松
智
講
師
の
「
金

沢
城
復
元
画
展
」
＝
写
真
左

＝
は
九
月
三
十
日
か
ら
十
月

十
二
日
ま
で
、
金
沢
市
広
坂

の
石
川
国
際
交
流
サ
ロ
ン
で

開
か
れ
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ

ル
で
精
細
に
描
い
た
辰
巳
櫓

や
本
丸
の
三
階
櫓
な
ど
が
展

 
 
 
 
 
 

示
さ
れ
ま
し

 
 
 
 
 
 

た
。
ま
た
、

 
 
 
 
 
 

学
生
時
代
に

 
 
 
 
 
 

描
い
た
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の

城
の
絵
も
披

露
さ
れ
ま
し

た
。 

金沢学院の職員、学生、生徒 

 

10
月
７
日
ま
で
大
分
県

で
開
か
れ
て
い
た
第
63
回 

国
体
で
、

石
川
県 

 
 
 

石
川
県
勢 

と
し
て
出 

場
し
た
金 

沢
学
院
の 

 
重
量
挙
げ

新
谷 

飛
び
込
み

中
川
２
冠 

中
川
真
依
選
手 

 

美
術
文
化
学 

部
公
開
講
座 


